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1 はじめに
近年電子メールの利用が増加しており，電子メール
を対象としたマイニングが盛んに行われている．本稿
では，電子メールの自己組織化結果からのスマートメー
ルボックス生成手法を提案する．スマートメールボック
スとは電子メール分類ルールが付与されたメールボッ
クスで，メールボックスに対応する分類ルールを満た
す電子メールのリストが表示される．電子メール分類
ルールはユーザにとって分かりやすく，分類ルールの
修正を行うことで分類されている電子メールを調整す
ることができる．本手法は，従来の単語の出現頻度に
基づく電子メールの特徴化に加え，電子メール中のテ
ンプレートの出現及び対象とする電子メールとテンプ
レートの類似度を用いた定型性を考慮した自己組織化
における偏りに着目する．

2 電子メール特徴ベクトル
2.1 電子メール特徴ベクトルの概要
本手法では，電子メールの特徴ベクトルとして，互
いに返信関係及び転送関係のある電子メールを統合し
た電子メールスレッドの特徴ベクトル Vthread(M) =
(k1, ...kn) 及び電子メールの定型性に基づく特徴ベク
トル Vtemplate(M) = (j1, ...js)を生成し，２つのベク
トルを組み合わせたハイブリッドベクトル V (M) =
(k1, ..., kn, wj1, ..., wjs)を用いる．ただし，wは正規化
を行うための重みである．Vthread(M)の生成はそれぞ
れ対象とするスレッド中に出現する単語に基づいて生
成する．具体的には，要素 knはメールスレッド中の単
語 wnの tfidf値を用いる．Vtemplateの生成は第 2.2節
にて述べる．

2.2 電子メールにおける定型性
本研究では，直感的な定義として，定型性を”電子
メール送信者が電子メールを書く際の目的に従って用
いるテンプレート”とする．表 1にテンプレートの例を
示す．本研究ではテンプレートとして大別して２種類
のテンプレートを用いる．特徴表現テンプレートは電
子メール中のある段落を対象としたテンプレートとす
る．各特徴表現テンプレートは区切り文字^^で区切る
ことで類似したテンプレートを単一のテンプレートと
して複数指定することができる．特徴表現１は日時情報
と会場情報が含まれる段落が存在する電子メールを表
す．ここで，<SEPARATOR>は区切り文字で，コロン
などの記号とマッチングする．<DATE>及び<PLACE>
はそれぞれ，日付，場所とマッチングする．特徴表現
２は電子メール中にプログラムソースが含まれるかど
うかを示す．文例テンプレートは電子メール全文を対
象としたテンプレートとする．例えば，文例 1は備品
購入報告のテンプレートを表す．テンプレートを用い
た定型性に基づく電子メールスレッドM の特徴ベク
トルの第 n要素を以下に示す．ここで，各テンプレー
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表 1: 電子メールテンプレートの例
テンプレート例

特徴表現 1 日時<SEPARATOR><DATE><SEPARATOR>

会場<SEPARATOR><PLACE>
^^

開 催 日 時 <SEPARATOR> <DATE>
<SEPARTOR> <TIME> <SEPARATOR>

開催場所 <SEPARATOR> <PLACE>
^^

...
特徴表現２ <PROGRAMSOURCE>
文例 1 <ANY>の購入を行いました．

購入日：<DATE>
品名：<ANY>

数量：<NUMBER>

ト Tn に複数のテンプレートが指定されている場合，i
番目のテンプレートを Tni で表す．
テンプレート Tnが特徴表現テンプレートの場合 各

テンプレート Tniに対して，M が Tniのうちいずれか
を満たす場合 jn = 1とし，M が Tni を全て満たさな
い場合は jn = 0とする．
テンプレートTnが文例テンプレートの場合電子メー

ルとテンプレート Tn との類似度を用る．具体的には
jn = sim(M, Tn)を用いて要素 jn を決定する．ここ
で，sim(M, Tn)は電子メールM及びテンプレート Tn

の出現単語の頻度を並べたベクトルの余弦を用いる．

3 スマートメールボックス生成手法
各スマートメールボックスは電子メール分類ルール

を持ち，電子メールの満たすプリミティブ条件のAND
（&で表す）または OR（|で表す）で表現される．プ
リミティブ条件の例として，Subjectに語wを含む in-
Subject(w)がある．同様に inFrom(add)，inTo(add)，
inCc(add)，及び From，To，または Ccのうちのいづ
れかに宛先 addが含む inCommunity(add)を用いる．
本手法では，生成された電子メール特徴ベクトルを

Self Organizing Map[1]（以下 SOM）に入力してマッ
プの生成を行い，生成されたマップを用いてスマート
メールボックス生成を行う．本電子メールマップ生成
では，SOM PAK1の距離関数に余弦を用いるように修
正したライブラリを用いる．また，本手法では 10x10
の SOMマップを用い，ハイブリッドベクトルの要素
として合計 600次元のベクトルを用いた．
生成されたマップの例を図 1に示す．本システムを用

いて電子メールテンプレートを用い，電子メール 270通
に対してSOMマップ生成を行った．対象として，スクリ
プト言語AppleScriptに関する applescript-user，Java
に関する cocoa-dev，gnujava，java-dev-apple，Core
Java Technology，UNIXターミナルを実現するアプリ
ケーションに関する cygwin，アジア系言語と英語に関
する翻訳に関するhonyaku，情報技術に関する ITTips，

1http://www.cis.hut.fi/research/som pak/
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図 1: 電子メールマップ（定型性を考慮する）

及び会議情報や教員募集など研究者に関する jsaiのメー
リングリストを用いた．図に示した電子メールマップ
の各セルは SOM上の 2次元平面上に配置された各セ
ルを示す．各セル中に書かれた数字はセルに出力され
たスレッド数を示し，出力されたスレッドの多いセル
ほど濃い色で表示される．本図から，マップ中にいく
つかのスレッドが多く出力されたセルがあることがわ
かる．また，図に示したマップは電子メールの定型性
を考慮しないマップに比べ，スレッドの多く出力され
たセルが 4つ多く，定型性を考慮したマップのほうが
より細かい分類ができていると考えられる．特に図中
の S1，S2，S3，S4に多くの電子メールが出力されて
おり，これらのセルに着目すると，６つのメーリング
リスト中の 3割以上の電子メールがマップ中の単一の
セルに出力された．そのため，単一のセルに出力され
た電子メールの満たす条件に着目することで各セルの
特徴を表現できると考えられる．以上の考察に基づい
て電子メール分類ルールの生成を行う．
ルールの生成は生成された電子メールマップ中の同一
のノードに出力されたメールスレッドの満たす条件を手
がかりに行う．以下に電子メール分類ルールの生成処理
の流れを示す．（１）マップ中のあるセル (x,y)座標に分
類されたスレッドのリスト Threadxyを取得する．（２）
threadxyn(threadxyn ∈ Threadxy)の満たす条件 cを
取得する．このとき inSubject(w)を抽出するため，電
子メールのサブジェクトを形態素解析し，それぞれの形
態素をwに代入した条件を用いる．また，inFrom(add)，
inTo(add)，inCc(add）及び inCommunity(add)につ
いて，対象とするスレッド中の電子メール全てがそれ
ぞれの要素に対してメールアドレス addを含む場合，
add にメールアドレスを代入して条件として用いる．
（３）全メールスレッド中から条件 cを満たすスレッド
の数を N(c)とし，cを満たす Threadxy 中のスレッド
の数を nxy(c)とする．（４）N(c)が 3以下の条件 cは
電子メール分類ルール生成に用いないため，削除する．
（５）各スレッド threadxynが満たす条件をANDでつ
ないだ組み合わせについて（３），（４）の処理を行う．
（５）n(c)/N(c) > αのとき条件 cをOR条件の一つと
して採用する．現在の実装では，α = 0.3を用いた．

4 実験
表 4に図 1に示したマップから生成された分類ルー
ルを示す．R1.は電子メールの集合からメーリングリス

表 2: 生成された分類ルール

生成されたルール
R1 inSubject( Core ) & inSubject( Java ) & inSubject(

Technologies ) & inSubject( Tech ) & inSubject( Tips
) & inFrom( SDN - Core Java Technologies Tech Tips
) & inFrom( sunmail@hermes.sun.com ) & in Com-
munity( SDN - Core Java Technologies Tech Tips )
& inCommunity( sunmail@hermes.sun.com ) | inTo(
java-dev@lists.apple.com )

R2 inSubject( [jsai-ann ) & inSubject( CFP ) & inFrom(
admin@ai-gakkai.or.jp ) & inTo( jsai-ann@iijnet.or.jp
) & inCommunity( admin@ai-gakkai.or.jp )

R3 inCc( cocoa-dev@lists.apple.com ) ｜ inTo( java@gcc.
gnu.org )

R4 inTo( applescript-users@lists.apple.com )

ト Core-Java-Technology及びメーリングリスト java-
dev-appleを単一のスマートメールボックスに分類す
る．R2.は電子メールの集合からメーリングリスト jsai
の電子メールからサブジェクトに CFPと書かれた電
子メールを単一のスマートメールボックスに分類する．
本ルールの生成された理由としては，イベント情報に
関するテンプレートの出現の有無が原因となったと考
えられる．本ルールは，単純に人工知能学会のメーリ
ングリストメールを分類するのではなく，さらにCFP
（会議情報）に関する電子メールを分類する点で，有
用である．R3.は電子メールの集合からメーリングリ
スト cocoa-dev及び，メーリングリスト gnujavaを単
一のスマートメールボックスに分類する．R4.は電子
メールの集合からメーリングリスト applescript users
を単一のスマートメールボックスに分類する．Javaに
関するメーリングリストがまとめられるルールとして
R1及び R3がある．これは R1に分類された電子メー
ルには電子メール中にプログラムソースが含まれてい
ないものが多く，R3には含まれているものが多かった
ためだと考えられる．

5 まとめ
本稿では従来の単語の出現頻度に基づく電子メール
の特徴化に加えて，定型性に基づく特徴化を用いた自
己組織化を行う，スマートメールボックスルール自動
生成手法を提案した．近年，電子メールに SOMを用
いた電子メールの分析を行う手法が提案されている．
MailSOM[2]では，電子メールに出現する単語の出現
頻度を特徴として用い，電子メールの分類マップ生成
を行うシステムを提案している．しかし，Danielらは
電子メールの出現単語の頻度以外の特徴に着目してい
ない，また，応用を行っていない．本研究では，電子
メールの定型性に着目し，電子メールに SOMを適用
した結果からスマートメールボックス生成に応用した．
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